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１．1750年

ヨハン・ズルツァーの実験

異なる２種類の金属を

口に入れると・・・

（ドイツの数学者）



2．1780年

ルイジ・ガルバニの実験

異なる２種類の金属片で

カエルの足に触れたところ・・・

（イタリアの解剖学者）



3．1800年

アレッサンドロ・ボルタの実験

生理食塩水で濡れたカエルの足

を

食塩水のしみ込んだ布

に替えると・・・

（イタリアの化学者）





日本の電池

1831年（天保2年） ※1868年 明治元年

宇田川榕菴 （江戸の蘭学者）

日本初の電池を作る

「舎密開宗」（せいみかいそう）
外国の化学書の翻訳と自分の実験の記録書



「舎密開宗」の表紙と現代語訳
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屋井先蔵 （1863～1927）
新潟県長岡市生まれ

1885年（明治15年・23歳）

世界初の乾電池を完成

やい さきぞう

世界初の乾電池



屋井先蔵氏と屋井乾電池

社団法人 電池工業会ホームページより



「舎密開宗」の時代背景

1837  舎密開宗出版

1831  電池を作る



1.杉田玄白 （1733～1817）
「蘭学事始」

2.高橋景保 （1785～1829）
シーボルト事件

3.高野長英 （1804～1850）
蛮社の獄



杉田玄白先生と「蘭学事始」表紙
（別名「蘭学東漸事始」）

図-２



シーボルト事件（１８２８）

オランダ商館付きの医師・シー
ボルトがオランダへ帰国の際、
日本から持ち出そうとした品々
の中に、“国外持ち出し禁止”で
ある日本地図や葵の紋服など
が見つかり、シーボルトは国外
追放、地図を渡した高橋景保、
目薬と引き換えに葵の紋服を
渡した土生玄碩、シーボルトの
門人・二宮敬作、をはじめ日本
人50数人が処罰された。



高橋景保とシーボルト事件

「新訂万国全図」部分 （カラフトを正確に描いた
世界初の地図・1810年、高橋景保作）

１．天文学者・高橋至時（よしとき）の
長男。20代で幕府天文方となり、父
の弟子であった伊能忠敬の協力も得
て、多くの地図を作る。
翻訳局（後の蕃書調所）の長官となり、
多くの成果を上げる。局内には宇田
川榕菴も在籍した。
２．ロシアに備えて北方警備の必要
性を感じていた高橋景保は、シーボ
ルトからクルーゼンシュテルン（ロシア
の海軍提督）の「世界周航記」を手に
入れる代償に、伊能忠敬の「大日本
沿海輿地全図」の」縮図を送った。
３．国禁の地図を外国人に渡した罪
により逮捕され、獄死。（45歳）

（1785～1829） （1828）



高野長英と“蛮社の獄”

１．岩手県水沢市の出身
２．１７歳で江戸に遊学し、さ
らに長崎・鳴滝塾でシーボ
ルトについて医学を学ぶ。
３．江戸にて開業の傍ら、多く
の著訳書を出版。
４．モリソン号事件を通して幕
政を批判する「夢物語」を著
し、獄に５年間繋がれ、牢の
火事を機会に脱獄。（４２歳）
５．全国を潜行すること６年、
江戸の自宅で捕吏に囲ま
れ、自刃。（享年４７才）

（1804～1850） （１８39）



蘭学者の目指したもの

1．親試実験

科学は暗記するものではなく、

実際に実験しなければならない



2．生民広済

科学を勉強して、

社会に役立てること



3．四民平等

士農工商の別なく、

人はみんな平等


